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成国嵩邁鉄邁アクセス (株 ):こま昏は国宣j警線正¨餡内訳

(単位 )

区  聞 工 事 内 容 金  額

北総鉄道 口千葉二量.―夕
ウン鉄道 (CNT)区 聞

富軌道改良 (130km/h対応).
・
嚢験轟腎営轟 六畠

谷駅ヽ4)室薦尺上り木―ム新設

eE「藩日本医大駅の弓1上線の新設 等
■

成田高速鉄道アクセス
(NRA)区 間

新線建設 (160km/h対応)
新駅 (成国i易川駅)設置 ■

成田空港高速鉄道
(NKT)区間

京成根古屋信号場新設及び」R信号場移設
線路敷設
空潜第 2ビル駅ホーム拡幅
成田空港駅ホーム新設 等

■

総係費等 ■

合 計 ■

つ
乙



成圏国際空港 (繰)による成圏空港線血覇量概要

○ 空港第 2ビル 書成田空港駅において行うトンネル掘削による
インフラ施設の整備

駅 部 構 造

既設構造物 新設構造物 トンネル躯体整備
は NAA

ム
施
Ａ
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京成軋鉄 〔株)設備投%の 4既辟

単位 :

件  鋼 投 資 内 容 金  額

車両新造
スカイライナ…64両、特急一般車 48両の新
造 ■

車庫拡充 高砂車庫・宗吾車両基地の拡充

高砂駅改良
成田空港線の運行本数確保のための金町線の分
離。高架化 ■

空港第2ビル駅、
成田空港駅 2ラ ッチ化

成田空港線及び本緑Xll用者の識月1を図るための
申間ラッチの設置及び駅施設の改良 (本一ム延
伸、バリアフリー施設等)

■

駅務機器 新線闘業に伴う駅務機器の導入等 ■

各種システム改修等
スカイライナー座席予約システム等各種システ
ムのソント改修等 ]

指令設備改良 運輸指令及び電力指令設備の改良 ■

案内表示器等 列車案内表示器、番線案内署板等 ■

合  計 325

4
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新 :目薫画の機能向上 :こっぃて

|ロスカイライナ・‐―

案内表示嚢霞|:亀 lヽ |■

多機能 トイレ

荷物スペース

LED i3色 )→ LCD Iフルカラー)
2ヶ圏罐→4ヶ圏語での案内

スペースの拡大
ベビーキープ設置
オストメイト対応

防犯カメラ (新設}

荷物スペース・デッキに新設

AED(新設 )

その他 (新設等|

最高時違1lokm→ 160km

軽量イヒにより、騒青 ,́振動等を抑第1する
ボルスタレス台車

安定した制動力を確保するディスクブレーキ

機纂猥葬
抑ぅるフルアクティブサスベンショ

シートビッチ拡大 11040m■→13050■籠

行先表示器のフルカラーLED化

δ
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卜爾哄膀なの鼈閻了ド

1.需要予波1の考え方及び予測方法
成田空港線の需要予測は、東京圏の人口予測等に基づき、四段階推計法により
実施している。
成田空港線については、国際航空旅客の成Ell国際空港へのアクセス手段及び通
動、通学、その他業務等を目的とした沿線地域における都市内交通手段としての
役割を担つているため、需要予測に当たつては、「航空旅客需要」と「都市内旅客
需要」とに分けて予損1を行つている

(1)航空旅客需要の予測
航空旅客需要については、「今後の空港及び航空保安施設の整備及び運営に関す
る方策について (交通政策審議会航空分科会 (H19年 ))」 による首都圏航空需要
をベースに成田国際空港い (NAA)が算出した成田空港における国際線の予測
利用者数 (ト ランジットを除く)を もとに算出している。

成田空港における航空旅客需要予測 (NAA予 測)
(万 人 )

4,500

4,000

3,500

3,000

2〕 500

2,000

1,500

(2)都市内旅客需要の予濃1
都市内旅客需要は、成田空港線沿線から都心方面や空港方面への通勤、通学、
その他業務等を目的とした航空旅客需要以外の需要であり、沿線人口等をもとに
算出している。
なお、京成電鉄の需要|よ、新線区間 (印椿日本医大 ,成田空港間)を含む区間
を利用する人員及び北総区間 (京成高砂 =印擦日本医大間)内のみを利用する人
員のうち成田空港線一般特急停車駅相互間の利用人員を北総鉄道と京成電鉄の運
行本数害」合で配分した人員の合計とした。

9

リーマン
ショツヽク

同Ei多発テロ

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27



2、 需要予 /・Illの結果

輸送需要合計 (人 /日 )

平成22年 (201o年 ) 平成 27年 (2015
30, 810

うち航空旅客需要 12,150
うち都市内旅客需要 18, 660

(人 /日 ) 成田空港線 輸送人員の推移予演1
40,000

35`000

301000

25,000

20,000

151000

101000

5,000

0

都

市

内
旅
客
需

要

航
空
旅
客
需

要

H23    H24

回航空旅客

7θ



囃饂褥饂聰蘊瘍儘鶉

i也域区分ゾーン毎 で区市町村毎)に発盤する交通量、集中する交通置を予酒|する。

に発 生 した交通量が どこを 自由句欝hル 十 ふか 盤 由 I.f‐‐ホ轟ぶ r・‐を享面テ慧                       余辞環受:歯疑モ:選景讐1言寵警置いて予調Jを行う。

を、羹 経路別

横浜

躙 渕
1人/2人

分布交遭憂了画で稗られた各地域間の
登盆を、交通機関別の時間、費用等あ・り・―ビス:

2人 /5人

諮
鰤

動車 1人/5

′ヽス 1人 /5人

(具体例 )



需要予濾1のフ園―チャート
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機関分担交通量の予涅|

[|・lml筆彗鑑

:|(鯨ilЪ 曇:曇麟仰
濱ll
l

i

菫

鉄道経路別配分交通量の予測 鉄道経路別配分交通量の予測
,成匡l空港内におけるアンケート調査より、日本人、

督 夕I国人別に非集計鉄道経路選択モデルを構築
L,歯 目 醸 謳 撃 口 珀 鷹 ― ― 輌 口 鱒 二 轟

成田空港線輸送人員(航空旅客)

(H22)   (1127)

122   -     (目 Lへ /日 )

|′

需要予浸1の前提条件の設定(共通項目)

予測対象路線      =京 成電鉄成田空港線 全線

予測目標年次      1平 成22年度。平成27年度

対象圏i或         。東京国(東京/1‐1、 神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県南部)および域タト
ゾーニング        ・東京目を2.837ゾーンに分害1(小ゾーン)

《航空旅客の予測》

生成交通量の予測

1・ iNIAAに よる予預1値を基に設定

(H27)

―

分布交通量の予測 分布交通量の予漫1

《都市内旅客の予演|》

(前提条件の設定)人 l_3フレームの設定

'国立社会保障・人口問題研究所(人 El研 )平成19年 5月 1性計

'平成17年国勢調査

(H22)  (H27)
。沿線6市村夜間人ロ 

ー
 _ 嘔し )ヽ

・成田空港従業者   
―
 ■■■L(人 )

発生,集中交通量の予測

'原単位法

・平成17年目勢調査(通動 通ヽ学)

・平成10年 PT調査 (私事 ,業務)

'帰宅は通勤・通学,私事の発着を入れ替えて算出

'現在ハ`ターン法を基本とし、類似ハ・ターン法を併用

機関分担交通量の予測

'平成10年 PT調査より徒歩,二輪率曲線を作成し′、

ゾーン聞ODを「徒歩・二輸」と「交通機関和l用」に区分 1
・平成10年 PT調査より非集計交通機関選択モデルを構築 l

し、「交通機関利用」ODより鉄道・パス・自動車のゾーン

聞OD表をそれぞれ推計する。

・平成17年大都市交通センサス調査より非集計交i面機関

選択モデルを構築

n― ― =口 ":… … …
暉 目

""四 ― ・― 自 肇 ― l暉 ― 壼 薇 n・ ―

幸

成田空港線輸送人員(都市内旅客)



旅 審 輸 送 撞 冬

(単位 :人/日 )

平成盆2年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

平成32年度

平成33年度

平成34年度

平成35年度

平成36年度
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一    |

運行副・面につ鱚て

○ 都心と空港を30分台で直結する「スカイライづ'一 Jと沿線から空港又は都心間の輸送を目的とした
『一般1寺急」の2種類のフl草を運イテする。

輌

01檀 需要(lll回 )及び空港への通勤需要が最樵 中する朝ピーク時(下り方向)に最大の運行本数
を言資定づ
ヨ
る。

グリ車種別
下り 上り 〈

向

終日 ピ・―ク l_31■ 終目 ピーク 目中 終日

スカイライナー 257ド 3本/時 2本/時 28'ト 2本/時 2本/時 532ト

一般特急 27本 3本/時 1.52ヽ /1寺 27,ト 1.5本 /時 1,5本 /時 54ント

(スカイライナー)
a運行区問は京成上野～成田空港間とし、速達性を確保するため途中停車駅は最小限とする。

(一 f12特急)
・スカイライナーによる空i巷アクセスを補完するとともに、若「市FAj交通に対応するため、都営茂草線方面～
成IIl空港間の運行を基本とし、空港行きスカイライナーの設定がない夜間について|よ、京成上野～成田
空港間の運イ〒とする。

1   鬱速達性を確保するとともに、利便性の爾から沿線の主要駅に停車する。

夢1葛菖1重

"リ

運行系統 途中停車駅

スカイライナー 京成止野″成田空i巻 日暮塵。空港第2ビル

一flQ特急

都営線方面

や

・

成田空港

押上=青砥・京成高砂。東松戸・
新鎌ヶ谷。千葉ニュ‐タウン

“

]央・
印勝目木医本・成田湯

'||・
空港第2ビル

京成上野

日暮里'青砥,京成高砂。東松声,

新戯レ谷'千葉=コ.―タウン中央
こ

印賂日本医大・成田湯|||・
空i巻第2ビル
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